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歳
に
な
る
と
後
期
高
齢

７５
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
国
保

７０

７５

加
入
者
に
は
国
民
健
康
保
険

証
と
は
別
に
「
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
　
歳
以
上
の
被
保
険
者
は
、

７０
医
療
機
関
で
受
診
の
際
、
保

険
証
と
あ
わ
せ
て
高
齢
受
給

者
証
を
提
示
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
保
険
証
に
高
齢
受
給
者
証

を
添
え
て
医
療
機
関
に
提
示

す
る
と
、
自
己
負
担
割
合
1

割
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
人
は
３
割
）
で
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
病
院
窓
口
の
負
担
割
合
は

高
齢
受
給
者
証
に
表
示
し
て

い
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
は
、　

歳
７０

の
誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ
し
、

1
日
生
ま
れ
の
人
は
誕
生

月
）
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
高

齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
人
（
住
民
税
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の

人
）
以
外
は
、
医
療
機
関
を
受
診

し
た
際
の
自
己
負
担
が
２
割
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

こ
の
改
正
が
凍
結
さ
れ
た
た
め
、

平
成
　
年
３
月
ま
で
一
部
負
担
金

２４

割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
措

置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

一
部
負
担
金
の
割
合
が

　
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

※現在の表示
　「２割（平成２３年３月３１日まで１割）」
※平成２３年４月１日以降の表示
　所得判定を行うために７月までは
　「２割（平成２３年７月３１日まで１割）」
　所得判定以降は
　「２割（平成２４年３月３１日まで１割）」
　と表示されます。

２割（平成２３年３月３１日まで１割）

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
６
回
市
中
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
日
）

１６

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
ほ
か

【
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
及
川
・

　
　
　
　
　
　
 小
野
寺
（
南
方
中
）

　
第
２
位
　
星
・
高
山
（
新
田
中
）

　
第
３
位
　
氏
家
・
村
上
（
佐
沼
中
）

　
　
　
　
　
白
鳥
・
佐
藤
（
南
方
中
）

【
女
子
の
部
】

　
第
１
位
　
佐
々
木
・

　
　
　
　
　
　
　
 千
葉
（
南
方
中
）

　
第
２
位
　
菅
原
・

　
　
　
　
　
　
 小
野
寺
（
中
田
中
）

　
第
３
位
　
佐
藤
・
三
浦
（
中
田
中
）

　
　
　
　
　
高
橋
・
吉
野
（
東
和
中
）

平
成
　
年
度
キ
ャ
リ
ア

２２

教
育
優
良
教
育
委
員
会
・

学
校
・
企
業
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
団

体
等
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
金
）

１４

　
■
会
　
場
　
文
部
科
学
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
講
堂

【
文
部
科
学
大
臣
表
彰
】

　
佐
沼
中
学
校

平
成
　
年
３
月
ま
で

２４

一
部
負
金
担
割
合
が
１
割
に

　
こ
れ
に
よ
り
、
高
齢
受
給
者
証

の
一
部
負
担
金
割
合
の
表
示
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
高

齢
受
給
者
証
を
３
月
末
ご
ろ
に
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
齢
受
給
者
証
は
毎
年

８
月
に
所
得
判
定
を
行
い
、
翌
年

７
月
ま
で
の
割
合
を
決
定
し
ま
す

の
で
一
部
負
担
金
の
割
合
の
表
示

は
左
図
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
　

　
保
険
給
付
係

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
6
6

５８

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
と
は

纂
お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
と
め
２
月
１
日
号
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

・
９
ペ
ー
ジ

　「
登
米
市
奨
学
生
を

　
　
　
　
募
集
し
ま
す
」　

◆
共
通
事
項
【
応
募
書
類
】

（
正
）⑥
平
成
　
年
中
の

２２

（
誤
）⑥
平
成
　
年
中
の

２１

・
　

ペ
ー
ジ

１４
　「
豊
里
で
ス
マ
イ
ル

　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
」

（
正
）豊
里
幼
稚
園
で
開
催

（
誤
）豊
里
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

　
　
セ
ン
タ
ー
で
開
催

（
正
）こ
れ
は
豊
里
幼
稚
園
と

（
誤
）こ
れ
は
豊
里
保
育
園
と

平
成
　
年
度
東
北
農
政
局

２２

土
地
改
良
事
業
地
区
営
農

推
進
功
労
者
表
彰

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
水
）

２６

　
■
会
　
場
　
仙
台
市

　
　
　
　
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台

【
東
北
農
政
局
長
賞
】

　
農
事
組
合
法
人

　
　
フ
ォ
レ
ス
ト
ウ
イ
ン
ド
津
山

第
　
回
交
通
安
全

５１
国
民
運
動
中
央
大
会

　
■
開
催
日
　
１
月
　
日
（
火
）

１８

　
■
会
　
場
　
東
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
日
比
谷
公
会
堂
　

【
交
通
栄
誉
賞
】

　
緑
十
字
銀
賞
　
杉
山
克
昭
（
迫
）
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登米市の米に
ついて知ろう

登米市の環境保全米づくり
出前講座

　
市
内
の
農
家
が
講
師
と
な
り
環

境
保
全
米
の
魅
力
や
農
業
の
大
切

さ
な
ど
を
伝
え
る
出
前
講
座
が
１

月
　
日
か
ら
２
月
４
日
ま
で
、
仙

２０
台
市
内
の
7
つ
の
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
出
前
講
座
は
、
市
が
取
り

組
む「
登
米
産
米
販
路
拡
大
事
業
」

の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
に
も

農
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

登
米
産
の
コ
メ
の
消
費
拡
大
に
も

つ
な
げ
て
い
こ
う
と
仙
台
市
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
「
出
前
先
」
を

募
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
講
師
は
、
み
や
ぎ
登
米
農
協
南

方
町
水
稲
部
会
の
役
員
が
交
代
で

務
め
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
や
冬
期
湛

水
田
な
ど
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を

極
力
使
わ
な
い
米
作
り
の
様
子
や

メ
ダ
カ
や
カ
ブ
ト
エ
ビ
な
ど
多
様

な
生
き
物
の
生
息
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
座
終
了
後
に
は
、
環
境
保
全

米
が
１
人
に
３
合
ず
つ
贈
ら
れ
、

児
童
は
環
境
に
優
し
い
米
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
米
作
り
に
も
関

心
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

全員に環境保全米をプレゼント【泉区 桂小学校】 米の作り方を分りやすく説明【青葉区 片平丁小学校】

　
昭
和
　
年
に
世
界
最
古
の
木
造

２４

建
築
物
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
壁

画
が
火
災
に
よ
っ
て
消
失
し
た
こ

と
を
教
訓
に
、
文
化
財
を
火
災
・

震
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、

定
め
ら
れ
た
文
化
財
防
火
デ
ー

（
１
月
　
日
）
に
ち
な
み
、
１
月
　

２６

２９

日
、
県
指
定
有
形
文
化
財
の
山
門

な
ど
を
有
す
る
豊
里
町
の
「
月
輪

山
香
林
寺
」
で
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
地
域
自
主
防
災
組
織
、

市
消
防
団
豊
里
支
団
、
香
林
寺
関

係
者
ら
約
１
８
０
人
が
参
加
し
、

万
が
一
に
備
え
初
動
対
応
訓
練
や

防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
隣
接
す
る
山
林
か
ら

出
火
し
、
強
風
に
よ
っ
て
本
堂
や

山
門
へ
延
焼
す
る
恐
れ
が
生
じ
た

と
の
想
定
で
進
め
ら
れ
、
参
拝
者

に
よ
る
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
訓

練
や
、
住
民
に
よ
る
重
要
物
の
持

バケツリレーでの初期消火訓練

出
訓
練
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

で
の
初
期
消
火
訓
練
、
消

防
団
に
よ
る
２
５
０
 ㍍
を

ホ
ー
ス
で
中
継
し
放
水
す

る
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
各
訓
練
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
に
は
、
市

文
化
財
保
護
委
員
の
西
條

 忠
 

ち
ゅ
う

 幸
 さ
ん
を
講
師
に
招

こ
う

い
て
の
文
化
財
講
座
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
防
災
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
貴

重
な
文
化
財
へ
の
関
心
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

地域住民が協力しての迅速な放水訓練が実施されました

貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

　
　
　
文
化
財
防
火
デ
ー
防
災
訓
練
・
文
化
財
講
座

文化財防火対策の重要性について学んだ文化財講座


